
参考資料： 

【PCAF に関する FAQ】 

*以下は PCAF Web サイトで公表されている FAQ の一部抜粋・参考訳です。原文と本参考訳の

間に齟齬がある場合には、原文の内容が優先します。 

https://carbonaccountingfinancials.com/contact#faqs 

 

 PCAF とは？ 

PCAF とは、Partnership for Carbon Accounting Financials の略です。融資や投資に伴

う温室効果ガス(GHG)の排出量を測定し、開示することを目的とした、業界主導のグローバ

ルな取り組みです。 終的には、パリ協定の目標に沿って、銀行や投資家のポートフォリオ

に変化をもたらすことを目的としています。 

 

 PCAF はなぜ設立されたのですか？ 

PCAF は、銀行、保険会社、アセットオーナーやアセットマネージャーなど、さまざまな

金融機関が、脱炭素経済への移行を加速するためには自分たちの役割が重要であると考え

たことから設立されました。気候変動の課題の大きさと、ネットゼロ・カーボンへの移行を

促進する上での金融セクターの重要な役割を考慮したものです。 

 

 PCAF の目的は何ですか？ 

PCAF は 2 つの目的を設定しています。(i) グローバルな GHG 会計基準を策定し、金融セ

クターにおける GHG 会計を一般的なものにすること、(ii) 融資や投資に関連する排出量を

評価・開示する金融機関をグローバルレベルで 250 以上に増加させること。 

 

 PCAF Global GHG Accounting and Reporting Standard」の主な特徴は何ですか？ 

オランダや北米で開発された GHG 会計手法をベースに、金融機関向けに調和のとれたグ

ローバルな GHG 会計基準として開発されました。この基準は、様々な投資対象資産（住宅

ローン、商業用不動産、ビジネスローン、上場株式や社債など）をカバーしており、オー

プンソースで透明性の高いものとなっています。 

 

 PCAF に参加する主なメリットは何ですか？ 

PCAF は、金融機関が自由に参加可能であり、参加のための費用は発生しません。PCAF は、

金融機関が気候変動の影響、特に GHG プロトコルで定義されている、投融資による排出量

(financed emissions)を測定・開示する方法について、世界的に調和のとれた基準を策定

しています。これによって、インパクトを軽減し、世界や各国の政策目標に沿って行動する

ことが可能になります。 

PCAF が開発した GHG 会計・報告基準は、他のさまざまなイニシアティブの基礎となるも

ので、PCAF は既存の気候変動イニシアティブを補完するものとなっています。 



GHG 会計を通じて PCAF のメンバーは自らのインパクトを認識し、実体経済に具体的なイ

ンパクトを与えていくきっかけにもなります。 

 

 PCAF は、他の気候変動ファイナンス・イニシアティブとどのように違うのですか、また、

どのように補完するのですか？ 

PCAF は、GHG プロトコルに基づいたオープンソースで透明性の高いアプローチにより、

金融機関が融資や投資に伴う GHG 排出量を評価し、開示することを可能にする、唯一の業

界主導型のイニシアティブです。 

PCAF は、以下のような金融セクターを対象とした他の気候変動イニシアティブを補完す

るものです。 

-気候関連財務情報開示タスクフォース（TCFD）：PCAF は、金融機関が GHG 排出量を開示す

るためのフレームワークを提供しています。GHG 排出量の開示は、TCFD の提言の一つでも

あります。 

-Paris Agreement Capital Transition Assessment (PACTA): PCAF は PACTA を補完するも

ので、より広範な金融資産（株式や社債以外）の GHG 会計手法を提供しています。PACTA

のツールで使用されているデータは、上場株式や社債に対する PCAF のアプローチを実施

する際に参考になります。 

-Science Based Targets Initiative (SBTi): PCAF は、関連する資産クラスの GHG 算定方

法を開発しており、金融機関はこれを用いてポートフォリオの現在のエクスポージャーを

算出することができ、これが SBT 設定の第一歩となります。 

-国連責任投資原則・国連責任銀行原則（PRI および PRB）: PCAF は PRI と PRB に完全に準

拠しており、投資家と銀行が透明性、説明責任、開示に関する原則を満たすことを支援し

ています。 

 

 金融機関は PCAF に参加するための費用が必要ですか？ 

いいえ。PCAF への参加とその方法論の使用は、オープンアクセスかつ無料であり、あら

ゆる規模・地域の金融機関が、様々な規模のローンや投資に利用することができます。 

PCAF のウェブベースの排出係数データベースとそれに対応するデータベース活用手法に

ついては、PCAF の参加機関のみが利用できます。 

このような多様な機関へのサポートが PCAF の中心的な効用であり、気候変動対策のため

のグローバルな計画や政策にも貢献するものです。 

 

 PCAF に参加するには何が必要ですか？ 

PCAF に参加する金融機関は、GHG 会計手法を用いて、3年以内に融資や投資のポートフ

ォリオに関連する GHG 排出量を評価し、開示することをコミットする必要があります。コ

ミットメント・レターはこちらからご覧いただけます。 



https://carbonaccountingfinancials.com/join-pcaf 

 

さらに、PCAF に参加する金融機関は、融資や投資に伴う排出量の測定を開始するための

技術支援を無償で受けることができます。この無償技術支援の内容については、こちらを

ご覧ください。 

https://carbonaccountingfinancials.com/files/2020-11/1605888096_20201120-free-

technical-assistance-under-the-pcaf-initiative.pdf?82529f01b8 

 

 

 


